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要約 

自動車の安全性能を高め続けることは，自動車企業として必要不可欠な活動である。2007 年にサステイナ

ブル”Zoom-Zoom”宣言を掲げたマツダの安全への取り組みの考えは，「ドライバを信頼・尊重して運転状況

を正しく認識し，判断・操作を支援するだけでなく，事故リスクが拡大している時には，ドライバに気づか

せてリスク拡大の回避行動を促し安全に運転している状態を拡大する。更に，ミスをゼロにはできない人間

の本質を理解した上で，時として避けられないドライバのミスにも対応し，事故被害の防止・軽減をサポー

トする技術も提供していく」ことである。また，安全技術は世の中に普及してこそ価値を発揮する。マツダ

は，こうした安全技術の普及も目指していく。 

 

Summary 

A continuous improvement of a vehicle safety performance is an indispensable acitifiry for an automobile 

company. Mazda, that published a sustainable “Zoom Zoom” declaration in 2007, has been executing safety 

actions based on the philosophy that “while trusting and respecting drivers, Mazda not only supports drivers to 

comprehend a driving condition and assists drivers to make a correct judgment and to execute appropriate 

operations, but also to help drivers to extend a safe drivable conditions by notifying a driver of a risk to them by 

facilitating avoidance activities of a risk increase when an accident risk is evolving. Furthermore, understanding 

the human nature, unfortunately, can never eliminate all errors to zero, Mazda’s vehicle addresses a driver’s 

unavoidable mistake by developing and providing technology that prevents and alleviates damages as a result of 

an accident.” Mazda recognizes that a safety technology can demonstrate its true value of technology only when 

the technology is prevalent. Mazda aims to permeate a safety technology throughout communities. 

 

1. はじめに 2. 自動車の安全性能向上への取り組み 

自動車の安全性能を高め続けることは，自動車企業として

企業活動を持続する上で，必要不可欠な活動である。マツダも

これまで継続的に安全技術を開発育成し，自動車製品としての

安全性能向上を行ってきた。こうした脈々とした安全性能向上

への取り組みの根底にある使命や意味(第 2 章），マツダとし

ての安全への取り組みの考え方（第 3章），更に実際に市場導

入を行ってきた安全技術の全体像（第 4章）を説明紹介し，こ

れからの安全技術を展望する（第5章）。 

2.1 自動車の役割 

自動車は交通移動の手段として，その利用者の意志によっ

て，自分だけでなく複数の人や物を運ぶことを可能にする。

また，利用者がいつでも使えるだけでなく，その人の行動半

径を広げて社会活動や経済活動を充実化させ，生活を豊かに

することに貢献してきた。つまり，自動車とは，人々の暮ら

しの中に深く浸透し，人々の経済活動，社会活動とともにあ

る欠かせないものである(1)。一方で，環境（エネルギ資源消

費，CO2排出など）や，交通安全（事故による損失など）の

点において，社会的費用を発生させている(2)。こうした社会
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的費用を最小化する対策を行い，生活の豊かさを最大化して

いくことが，自動車の使命であり，自動車を製造販売する企

業の命題である。 
Serious accidents

1

Slight accidents

29

300

Minor accidents but a "close call"
 

2.2 自動車安全の取り組み視点 

近年の世界の人口増加率は年率 1～2％であるが，世界の

自動車保有台数の増加率は，年率 2.5～3.5％で，自動車の保

有台数は一貫して人口を上回る拡大を続けている。 

こうした世界規模での自動車普及の潮流の中で，世界保健

機構（WHO）によると，交通事故による死亡者数は，世界

全体（2004年）で 130万人，負傷者数は 2,000～5,000万人

に達する。更に，2004 年時点で世界の死亡理由の 2.2％（第

9 位）であった交通事故は，2030 年には 3.6％に上昇し死亡

原因の 5 位になるという予測もされている(3)。世界的視野で，

交通安全対策を考える必要がある。 

Fig.1 Heinrich's Law 

 

3. マツダの安全への取り組み 
過去，日本においても交通事故死亡者が 16,000 人を超え

る交通戦争と表現される時期があった。こうした問題は，自

動車が普及する過程で，その普及スピードに人々の安全感度

（安全希求水準），自動車の安全性能，道路インフラの整備

や交通ルールの整備が伴わすに発生したものであり，交通安

全の取り組みは，自動車利用者・製造者・社会が協調し，

「人・クルマ・道路／インフラ」の 3 つの視点で総合的な取

り組みを進める必要がある。 

3.1 マツダの安全性能向上についての基本的な考え方 

マツダとしても，交通安全対策に必要な「人・クルマ・道

路／インフラ」の 3 つの視点での取り組みを行っている

（Fig.2）。本紙では，クルマからの安全への取り組みを説明

する。 

 

2.3 自動車安全対策の今後の課題 

日本の交通事故対策政策として，昭和 46 年以降 5 年ごと

に策定されてきた交通安全基本計画では，重要課題として交

通死亡事故対策が継続的に掲げられた。前述の「人・クル

マ・道路／インフラ」の 3 つの視点から，道路整備やシート

ベルト義務化，アンチロックブレーキやエアバッグの自動車

安全装備の普及など様々な交通安全対策が講じられ，着実な

改善が進んだ。その中で，平成 13 年の第 7 次交通安全基本

計画以降は，交通事故被害対策だけでなく，重大事故そのも

のの低減にも意識が向けられ始め，予防対策への期待が強ま

ってきた。 

Fig.2 Viewpoint to Safety 

 

Fig.2 に示した視点での取り組みを基本的な土台としなが

ら，2007 年にサステイナブル“Zoom-Zoom”宣言として，

『マツダ車をご購入いただいたすべてのお客さまに「走る歓

び」と「優れた環境・安全性能」を提供する』ことを掲げた

（Fig.3）。これは交通安全という多面的かつバランスのとれ

た総合的な取り組みが必要な課題に対し，まず，マツダ自ら

が主体的に行動できるところから（クルマ作りを通して），

全てのお客様に優れた安全性能を提供していくという意味で

ある。このメッセージには，安全技術の先進性は磨き続ける

とともに，世の中に普及してこそ価値を発揮する安全技術に

ついて，お客様や社会への受容性（経済性や機能性）の向上

を行い，技術普及を目指していく意志が込められている。 

一般に，事故の背景的構造は，ハインリッヒの法則で説明

され（Fig.1），自動車事故に関してもこの法則概念が当ては

まる。この法則に基づけば，重大な事故を予防するためには，

背景的に潜んでいる軽微な事故自体を減らす取り組み，すな

わち，事故という結果に対して防衛する対処的視点から，事

故原因を取り除く原因的視点が重要になる。 

つまり，これから我々に必要とされる安全への取り組みは，

世界規模の視点を持った上で，各国の自動車普及実態（道路

交通環境や人々の安全意識，提供する自動車の安全性能）を

理解し，原因的対処を継続強化していくことであると考えて

いる。 
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Safety
Safety

Environment

Environment

Basic Policy

Deliver "Driving Pleasure" and "Excellent
Environment/Safety Performance" to all customers
who buy Mazda's vehicles.

 

Fig.3 Sustainable “Zoom-Zoom” Announcement 

 

3.2 マツダが実現を目指す安全の姿 

前述のような考え方に則って全てのお客様に安全性能を提

供していくが，「どのような安全の実現を目指していくか」

について，以下のように考えている。 

① ハインリッヒの法則を拡張して考えると，事故の陰に

は，『事故に至らなかった”ひやり”や，”あわや”とい

うミス』があり，更に『普段の運転におけるストレ

ス・不安・不便・疲れ』という運転集中の阻害因子が

存在している（Fig.4）。事故の結果に対応するので

はなく，事故に至る過程の中で，可能な限り，こうし

た潜在的な要因に対策することによって安全を確保し

ていく。 

② ドライバを安全確保の主人公と考え，ドライバを信じ

て尊重し，ドライバに対して行き過ぎた介入は行わな

い。クルマは，ドライバが正しく運転状況を認知して

判断できるように支援して，安全に運転していただけ

るようにする。それだけでなく，時としてミスを起こ

してしまう人間を理解し，ミスを避ける技術や重大な

事故につなげない技術の提供を通して安全を確保して

いく。 

こうした考え（MAZDA Proactive Safety）の全体像を

事故までのリスクの程度・段階に応じて構造的に整理した

ものが，Fig.5 である。まず，お客様の普段・平常時にお

ける運転の不安・ストレスを取り除き，集中して運転をし

ていただけるシーンを拡大したいと考えている。具体的に

は，良好な運転環境の追求（視界視認性，操作性，操縦安

定性の基本機能向上と安全装備など）により，お客様が運

転状況を正しく認識できるように支援し，正しい判断，正

しい操作ができるように，安全に安心を感じて運転してい

る状態を最大化していく。事故のリスクが発生し拡大して

いる時には，クルマ側のセンシング機能を使ってドライバ

にその危険に気づかせて，ドライバ自身による回避行動を

促し，安全な状態に戻していく。こうした積極的に早めに

事故に至るリスクに対応し安全に運転している状態を拡大

していく（Fig.6）。更に，ミスやエラーをゼロにはでき

ない人間の本質を理解し，時として避けられないドライバ

のヒューマン・エラーに対しても，可能な限り発生を防ぎ，

「もしも」の場合は，車の安全機能によって，事故被害を

軽減する。事故に至る時間的猶予が，ドライバ自身による

事故回避行動の必要時間より短くなった場合には，ドライ

バ自身による安全確保はできない。こうした状況になった

場合は，車が事故に備えて，重大な事態を引き起こさない

ようにドライバを守る。こうした人間尊重と人間理解に基

づいた安全技術提供を通じて，ドライバの安全安心な運転

を支えていく。 

可能な限りリスクが拡大しないように早めのリスク解消

をするために，事故リスクの状況に合わせた対応を行うが，

安全対策のアプローチは，「もしも」から考える（結果対

策から考える）対応ではなく，普段・平常時から考える

（普段の運転の質を高め，事故に至る原因の芽を早期に摘

み取る）ことを充実させていこうとしている。 

Serious accidents
1

29

Slight accidents

300

Minor accidents but a "close call"

Accidents

Serious mistakes which did not
cause accidents marginally but

close to an accident

The stress,uneasiness,inconvenience,and
fatigue during ordinary  driving operations

(inhibitory factors for driving concentration)

1

29

300

 

Fig.4 Structure of the Background of Accidents 

 

 
Fig.5 Safety Mazda aims to Realize 

 

Today Future

1) The situation where an accident

has occurred

2) The situation where a risk
is being developed

3) The situation where a

driver is driving safely

 

Fig.6 Expansion of Safety 

― 147 ― 



 

― 148 ― 

マツダ技報 No.30（2012）

 

Table 1 Mazda’s Safety Technologies 

 
 

4. 具体的な安全技術の商品導入 また，夜間走行時のドライバの視覚・認知能力を拡大する

技術として，ハンドル操舵に応じて前照灯を進行方向に向ける

アダプティブフロントライティングシステム（AFS）や，前方

走行車両や対向車を直射しないように配慮しながら可能な限り

視認できる範囲を広げるハイビームコントロール（HBC）な

どの技術を市場導入している。目視困難な暗闇を可視化するナ

イトビジョン（暗視装置）は 2012 年現在，高価であるが，上

述のような照明技術の工夫によって安価に提供できることで，

安全対策の普及を目指していくことが可能になると考えている。 

4.1 市場導入技術の全体像と進化ロードマップ 

前述の考え方に基づき，マツダでは，事故防止技術の開発

や，衝突安全性能開発などの安全性能向上のための研究開発

に取り組み，より安全なクルマづくりを行っている(4)。こう

した安全技術の性質を「事故を未然に防止する技術（アクテ

ィブセーフティ技術）」から「事故のリスク／被害を軽減す

る技術（プリクラッシュセーフティ技術）」，「万が一の事

故の被害を軽減する技術（パッシブセーフティ技術）」に分

類し取り組みの全体像を体系的に整理したのが，Table 1 で

ある。 

他にも，ドライバの運転環境を整えることも事故につなが

るリスクの発生を防ぐことになる。快適な運転視界を確保す

ることで安全な運転をサポートするため，A ピラーを一般的

な車両よりも後ろ側にレイアウトすることで，交差点での右

左折時などに歩行者がピラーに隠れることを防ぎ，斜め前方

が確認しやすいよう設計した。更に，A ピラーとドアミラー

の間に十分な隙間を設け，運転席側・助手席側ともに横断歩

道を歩行中の子どもも視認しやすくし，安全な運転をサポー

トしている（Fig.7）。こうした構造的な対策技術も，広くお

客様に提供可能な地道かつ重要な「事故を未然に防止する」

技術である。 

4.2 事故を未然に防止する技術 

Table 1 の「事故を未然に防止する技術（アクティブセー

フティ技術）」は，ドライバの危険回避や危険の認知をサポ

ートする技術が中心であり，その技術の 1 つに，リアビーク

ルモニタリングシステム（RVM）がある。このシステムは，

運転進行方向に意識を集中しているドライバに対して，後方

から接近中の車両や，車線移行する際に接触危険性のある後

側方の車両への知覚を高めるシステムである。あたかも，ド

ライバに対して，直接見えないリスクの気配を感じ取れるよ

うに支援する技術である。 
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4.3 事故のリスク/被害を軽減する技術 

「事故のリスクを軽減する技術（プリクラッシュセーフテ

ィ技術）」として，万が一事故が避けられなくなった場合に，

運転者および同乗者の被害を緩和させるためにクルマ側から

の被害軽減方法として緊急時の自動ブレーキ技術も市場導入

している。どの市場でも発生頻度が高い追突事故の多くは，

低速走行時のドライバの不注意や油断によって発生している。

スマート・シティ・ブレーキ・サポート（SCBS）は，上述

の状況で前車への追突が回避困難な状況になった場合，クル

マ側が自動的にブレーキをかける技術である（Fig.8）。この

技術が機能する制動能力範囲は限定的（低速度域）ではある

が，雨天時にも安定的に機能する技術であり，かつ安価で普

及を目指せるシステムである。 

 

Fig.7 Front View Improvement by A-pillar Form 

 

 

Fig.8 Smart City Brake Support 

 

4.4 万が一の事故の被害を軽減する技術 

「万が一の事故の被害を軽減する技術（パッシブセーフティ

技術）」として，各国・各地域の法規で定められている条件

だけでなく，道路上で発生しうる様々な状況を想定した衝突

実験を行い，乗員保護の技術を着実に進化させている。CX-5

以降順次適用していく新世代の軽量・高剛性「SKYACTIV-

BODY」は，ボデー構造の原理原則に立ち返り，構造，工法，

材料を一から見直した理想のボデーを目指して開発している。

前後のバンパビームに，世界最高の強度を持つ 1,800MPa 級

の自動車用高張力鋼板を採用するなど，ボデーの 61％に高張

力鋼板を使用し，軽量化を追求するとともに高い衝突安全性

能を実現した（Fig.9）。このような「もしも」の際にドライ

バや乗員を守る技術についても地道な技術進化を行い，CX-5

では米国 IIHS（注釈※1）のトップセーフティピック 2012

や，ユーロ NCAP（注釈※2）で最高評価の 5 つ星を獲得し

た。また，新型ロードスターでは，スポーツカーとしてボン

ネットを低く抑えたデザインを維持しながら，万が一の事故

の際に，ボンネット後端を瞬時に持ち上げて，エンジンとボ

ンネットの間に衝撃を吸収する空間を確保し，歩行者の頭部

への衝撃を緩和する「アクティブボンネット」（歩行者保護

システム）を開発して，同車へ初採用している。 

 

Fig.9 SKYACTIV-BODY 

 

注釈※1：Insurance Institute for Highway Safety の略。安全

性評価を行っている米国保険業界の非営利団体。 

注釈※2：New Car Assessment Program の略。世界各国で実施さ

れている，新しい自動車の衝突安全をはじめとする安

全性を評価・公表する自動車安全性テスト。 

5. おわりに（今後の展望） 

安全技術の目的は，その技術の価値を直接的・間接的に受

け取る方々に，安心を生み出すことだと考えている。心理的

安心を達成するためには，技術的安全の提供を土台に，コミ

ュニケーションを通して，利用者や関与者に「理解できる・

頼りになる・役立つ」と実感していただくこと，更には持続

的に取り組むことが欠かせない(5)。お客様，更には社会に安

心を生み出すために，今後ともたゆまぬ安全への取り組みを

進めなければならない。 

また，今後普及が進む事故予防の先進安全技術が，お客様

の過信を生むことがあれば，安全技術が持っている価値を発

揮させることができない(6)。安全技術は，お客様・使用者の

安全感度，安全行動能力を高め，研ぎ澄ませるために使われ

ることが理想だと考えている。ドライバを深く理解し，ドラ

イバの安心を高め，社会の安心を高めるためにこれからも真

剣な取り組みを継続していく。 

― 149 ― 



 

― 150 ― 

マツダ技報 No.30（2012）

参考文献 

(1) 日本自動車工業会，自動車の役割と安全・環境への取り

組み 豊かなクルマ社会の実現に向けて，自動車技術会

HP（2011） 

(2) 宇沢弘文：自動車の社会的費用，岩波新書（1974） 

(3) World Health Organization, 世界の交通安全に関する報

告<Global status report on road safety>（2009） 

(4) マツダ サステナビリティーレポート（2011） 

(5) 酒井幸美ほか：原子力発電所に対する安心感の構造

（2003） 

(6) 伊藤 誠：信頼されすぎない高信頼度なシステムへ（日

本信頼工学学会）（2003） 

 

 

■著 者■ 

   

 竹本 崇 下野 博典 中野 隆裕 

 

 渡辺 通成 


